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福島第一原子力発電所内に貯蔵されている、高濃度の放射性ストロンチウムを含む汚染水の処理を目的に

高性能多核種除去設備を開発した。本設備の特徴として、前処理として凝集沈澱処理を行わず吸着処理に

より核種除去する処理プロセスなどが挙げられる。本発表では設備の概要と処理実績について報告する。 
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1. 緒言 

 2014 年 10 月から高性能多核種除去設備の実証試験を開始した。前回[1]報告したように既存の多核種除

去設備は、核種除去プロセスとして、吸着材による処理の前段に鉄共沈・炭酸塩沈澱処理を採用しており、

水分含有量の多いスラリーが廃棄物として発生し、多核種除去設備から発生する全廃棄物量の 9 割以上を

占めている。廃棄物発生量低減の観点から、鉄共沈・炭酸塩沈澱処理は行わず、吸着材等の固体の形態で

核種を除去するプロセスを、RO 濃縮水や Sr 処理水といった汚染水を実際に処理しながら開発を進めた。 

2. 開発概要 

2-1. 設備概要 

本設備の外観を図１に示す。フィルタ 4 基（2 系列を交互に使用）

と吸着塔 20 塔で構成され、定格 500m3/日の処理容量を有する。 

2-2. 処理実績 

2014 年 10 月～2015 年 4 月の間に RO 濃縮水を約 5 万 m3 処理し

ながら、初期性能として 62 核種の放射性物質を除去する性能を有

すること、放射性廃棄物の発生量が従来の 80%程度削減できるこ

とを確認した。一方で、Sr-90 濃度を低下させるためには適切な酸

注入が必要なこと、Cs･Sr 同時吸着塔の交換周期が短いという課題

を確認した。このため、2015 年 4 月以降は Sr 処理水を約 6 万 m3

処理しながらプロセスを見直し、課題を解決することができた。 

3. 結論 

汚染水のリスク低減に貢献しながら、前処理として沈澱処理を

行わない、廃棄物発生量の少ない多核種除去設備を開発した。 
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図１ 高性能多核種除去設備の外観 
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